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謹
賀
新
年

年
頭
の
ご
挨
拶

音
威
子
府
村
議
会
議
長

大
谷
勝
敏

新
春
の
ご
挨
拶

音
威
子
府
村
長

遠
藤
貴
幸

　

村
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
新
春
を
ご
壮
健

に
て
、
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
事
に
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
巳
年
と
な
り
、
巳

年
は
、︻
成
長
︼
や
︻
変
革
︼

の
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
得
る
た
め
に
は
、
固

定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
新
し

い
考
え
方
や
方
法
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
大

き
な
成
長
と
変
革
を
遂
げ
ら

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
村
も
、
古
い
皮
を
脱

ぎ
捨
て
、
新
し
い
村
政
を
推

進
す
る
こ
と
が
持
続
可
能
な

村
づ
く
り
と
な
り
、
そ
れ
が

村
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
に
つ

な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
る

と
初
日
の
拝
め
る
清
々
し
い

新
春
を
迎
え
て
い
た
こ
ろ
、

元
日
早
々
、
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
の

規
模
は
、
震
度
７
、
県
内
で

２
４
１
名
の
死
者
、
け
が
人

と
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
羽
田
空
港
で
は
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
機
と
、
被
災
地
支
援
に

向
か
っ
た
海
上
保
安
庁
の
航

空
機
と
の
接
触
事
故
が
あ
り
、

痛
ま
し
い
事
故
が
起
こ
り
ま

し
た
。
今
な
お
、
災
害
の
復

旧
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
住

民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
気
象
の
変

化
が
気
に
な
り
ま
す
。
線
状

降
水
帯
と
い
う
天
気
予
報
用

語
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

雨
雲
を
次
々
に
発
生
し
、

発
達
し
た
雨
雲
が
列
を
な
し

数
時
間
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
同

じ
と
こ
ろ
を
通
過
し
た
り
居

座
り
、
大
雨
を
降
ら
し
、
毎

年
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
世
界
中
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
温
暖
化
の
影

響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
、
わ
が
村
も
雨
が
多

く
、
畑
が
乾
か
ず
、
そ
し
て

高
温
と
、
そ
ば
に
は
大
き
な

被
害
が
あ
り
豊
穣
な
秋
に
は

程
遠
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
会
で
は
、
年
収
の
壁
・
マ

イ
ナ
保
険
証
・
資
格
確
認
書
な

ど
、
我
々
に
身
近
な
問
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
分

か
り
や
す
い
も
の
で
あ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
、
議
員
の
な
り
手

不
足
な
ど
、
温
度
差
は
あ
り
ま

す
が
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
そ
し
て
依
存
財
源
で

あ
る
、
地
方
交
付
税
の
配
分

と
問
題
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、

主
役
は
そ
こ
に
住
む
皆
さ
ん

で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
が
村
も
、
公
共
交
通
で
あ

る
、
宗
谷
線
、
自
賄
で
運
営

し
て
い
る
３
駅
の
問
題
等
々
、

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

新
し
い
時
代
そ
し
て
持
続
可

能
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
議

員
一
同
全
力
で
議
会
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
ど
う
か

ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
７
年
が
、
村

民
の
皆
さ
ん
の
、
よ
り
良
い
一

年
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご

祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨

拶
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　わたくしたちは、緑こい山なみと水豊かな天塩川のもと、交通の要衝として発展してきた音威
子府村の村民です。たくましい開拓精神を受けつぎ、より住みよく豊かなまちをつくるためにこ
の憲章をかかげ、村民としての自覚と責任をもってその実行に努めましょう。

１．心をみがき、からだをきたえ、たのしいまちをつくりましょう。
１．仕事にはげみ、生産を高め、豊かなまちをつくりましょう。
１．きまりを守り、親切をつくし、明るいまちをつくりましょう。
１．自然をいかし、環境をととのえ、美しいまちをつくりましょう。
１．文化を高め、郷土を愛し、平和なまちをつくりましょう。

　　　　　　　　　　　音威子府村村民憲章 （昭和４７年９月３０日制定）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
令
和
７
年
の
輝

か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
村
政
各
般
に
わ
た
り
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日

本
人
選
手
の
活
躍
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

で
は
大
谷
翔
平
選
手
が
メ
ジ
ャ
ー
初
の

50-

50
達
成
、
2
年
連
続
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲

得
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
私
た
ち
に

多
く
の
希
望
と
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
明
る
い
話
題
が
あ
る

中
、
未
だ
終
息
し
な
い
世
界
各
地
で
起

こ
る
紛
争
は
世
界
の
政
治
経
済
、
社
会

全
体
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
改

め
て
人
命
と
平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
全

体
が
、
1
年
を
通
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
大
き
な
影
響
を
受
け

ず
に
活
動
で
き
た
年
と
な
り
、
村
に
お

い
て
も
、
村
民
運
動
会
は
残
念
な
が
ら

雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
納
涼
祭
、
文
化
祭
に
加
え
、

１
０
０
万
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
、

道
警
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、
夜
ビ
ッ

キ
な
ど
新
旧
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
会

に
開
催
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

音
威
子
府
村
立
診
療
所
の
体
制
に
つ

き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
村
民
の
皆
様

に
は
、
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
竹
澤
理
事

長
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
村
民
の
皆
様
方
が
安
心
で
き
る
地

域
医
療
を
安
定
し
て
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
村
長
に
就
任
し
て
2
年

目
の
年
が
あ
と
3
カ
月
で
終
了
し
、
い

よ
い
よ
折
り
返
し
の
年
で
あ
り
ま
す
。

村
長
と
し
て
の
1
年
目
は
、
住
民
の
皆

様
の
潜
在
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
し
、
音
威

子
府
村
が
抱
え
る
諸
課
題
を
検
証
し
、

優
先
順
位
を
見
定
め
る
事
と
し
実
践
し

て
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
要
望
を
全
て

叶
え
ら
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

も
自
分
の
掲
げ
た
公
約
を
１
つ
１
つ
実

現
さ
せ
て
い
く
方
向
性
に
全
く
変
わ
り

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
加
え
、
喫

緊
の
課
題
と
し
て
避
け
て
通
れ
な
い
こ

と
は
人
口
減
少
対
策
で
す
。 　

　

本
村
の
人
口
は
、
昨
年
末
で
６
０
１

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

総
合
計
画
、
総
合
戦
略
等
で
打
ち
出
し

た
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り

具
体
的
か
つ
実
行
力
、
効
果
の
高
い
施

策
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
人
を
減
ら
さ
な
い
対
策
に
加

え
、
人
口
増
加
の
た
め
の
施
策
が
鍵
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の

慣
例
に
捉
わ
れ
ず
新
し
い
発
想
の
下
、

行
政
職
員
だ
け
で
は
な
く
地
域
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
本
当
の

意
味
で
の
︻
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
音
威
子
府
村
︼
を
創
造
で
き
る

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
一
度
、
村
民
全
員
で
先
ず
は

︻
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
音

威
子
府
村
︼
を
想
像
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

人
口
減
少
・
財
政
難
と
依
然
厳
し
い

状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
諦
め
た
ら

そ
こ
で
試
合
は
終
了
で
す
。諦
め
ず
に
、

な
お
一
層
村
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾

け
、
１
つ
１
つ
の
施
策
を
愚
直
に
実
行

す
る
こ
と
で
必
ず
光
が
差
す
と
信
じ
、

更
に
住
民
参
加
を
広
め
推
進
す
る
村
政

を
目
指
す
所
存
で
す
の
で
、
村
民
の
皆

様
の
益
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
７
年
が
村
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

村
　
　
　
　
　
長

副
　
　
村
　
　
長

教
　
　
育
　
　
長

村
議
会
　
議
　
長

村
議
会
　
副
議
長

行
政
常
任
委
員
長

村
議
会
議
員

監
　
査
　
委
　
員

遠
藤
　
貴
幸

中
河
内
　
斉

髙
橋
　
利
玄

大
谷
　
勝
敏

小
西
　
邦
広

藤
吉
　
秀
明

杉
山
　
　
均

玉
田
　
　
健

阿
部
　
勝
則

杉
山
　
　
均
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令
和
七
年 

音
威
子
府
村
二
十
歳
を
祝
う
会

＊
二
十
歳
の
抱
負
＊

　

１
月
２
日
（
木
）、
音
威

子
府
村
公
民
館
に
て
、
令

和
７
年
二
十
歳
を
祝
う
会

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
を
迎
え
る
方（
平

成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、

１
．
音
威
子
府
村
に
住
民
登

　
　

 

録
さ
れ
て
い
る
方

２
．
音
威
子
府
中
学
校
を　

　
　

卒
業
さ
れ
た
方

を
対
象
に
二
十
歳
を
祝
う

会
が
行
わ
れ
、
式
典
に
は

４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
公
民
館
長

か
ら
記
念
品
贈
呈
が
行
わ

れ
、
誓
い
の
言
葉
を
藤
田

一
壱
さ
ん
が
述
べ
、
二
十

歳
に
な
っ
た
４
名
が
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

中山　愛都　さん

◇人口 600 人の北海道で一番小さな村の DX

　 推進

　12 月 17 日（火）、株式会社 NTT ドコモ様と「デ
ジタル技術活用による持続可能なまちづくりに
関する連携協定」を締結しました。本協定によ
り、人口減少地域である音威子府村のデジタル
デバイド解消をはじめとする行政の DX 推進な
ど、株式会社ドコモ様が持つさまざまな知見を
活用した取り組みを進め、人口減少に対応した
まちづくりを目指します。

◇森の住人とおとぎ話と音楽と

　12 月 18 日 ( 水 )、おといねっぷ美術工芸高校
にて、英円楽器で楽器作家として活動している
伊藤英円（伊藤英樹 ) さんが、ライアーという
名前の優しい音色が響く楽器を使い、おとぎ話
と共に演奏を披露しました。
　演奏終了後にはどんな人をターゲットに楽器
を制作しているか、演奏会を行う際に心がけて
いることなど、生業にするための工夫をおと高
生に伝えていました。

◇クロスカントリー音威子府大会！

　第 42 回クロスカントリー音威子府大会が 12
月 25 日 ( 水 ) に開幕し、26 日 ( 木 ) に 10km ク
ラシカル競技、27 日 ( 水 ) に 10km フリー競技
が音威子府クロスカントリーコースで開催され
ました。全国から集まった延べ 773 名の選手た
ちが、好成績を目指しコースを駆け抜けました。

◇おと高生が高校に作品寄贈！

　昨年 10 月に行われた、エコミュージアムお
さしまセンターのおと高生ボランティア企画展

「時花に喜別」で展示されていた、おと高３年
生４人の合作の絵画が、おと高に寄贈されまし
た。　　
　寄贈を受け、菊地校長は「校長室に飾って、
来客された方におと高の生徒の作品を見て頂く
機会を作りたい。」とうれしそうに語っていま
した。

　

式
典
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
４
名
の
抱
負
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

大牧蘭太朗さん

藤田　一壱　さん 佐藤 新大　さん

　

去
年
の
後
半
か
ら
研
究
室
に
仮
配

属
さ
れ
、
研
究
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
、
よ
り
一
層
勉
強
に
励

み
、
有
意
義
な
研
究
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

今
ま
で
育
て
て
も
ら
っ
た
親
に
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
、
今
ま
で

の
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
音
威
子
府
村
の
職
員
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
挑
戦
し
続
け
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
３
月
に
大
き
な
資
格
の
試

験
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
し
っ
か
り

と
資
格
を
取
得
し
、
最
終
的
に
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夢
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あ
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場
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ち
、

整
備
士
の
社
長
に
な
る
と
い
う
夢
を

叶
え
た
い
と
思
い
ま
す

　

18
歳
か
ら
社
会
人
と
し
て
働
い
て

き
た
中
で
、
様
々
な
大
人
を
見
て
憧

れ
や
、
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う

姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。
自
分
が
思
う
、
憧
れ
る
カ
ッ
コ

い
い
大
人
に
な
れ
る
よ
う
日
々
努
力

し
た
い
で
す
。　
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エコミュージアム運営協議会

　永きにわたり地域や社会に貢献された方を対象とする「令和 6 年秋の叙勲」が発表され、
立川政俊さん、佐近勝さんが表彰されました。
　立川政俊さんは、40 年間の消防団活動と、4 年間消防団長としての地域の防火・消防団
活動の功績により瑞宝単光章（ずいほうたんこうしょう）を受賞されました。
　佐近勝さんは、4 期 16 年間の村議会議員と、3 期 12 年間村長として地方自治の発展に
寄与された功績により、旭日小綬章（きょくじつしょうじゅしょう）を受賞されました。

秋の叙勲伝達式エコミュージアムおさしまセンター運営協議会
今後に向けた議論を行いました

　郷土史、自然、文化芸術遺産等を体験、
学ぶ拠点として条例で位置づけられてい
る、エコミュージアムおさしまセンターに
ついて、村民目線での円滑な運営を図るた
め、令和 6 年度運営協議会を実施しました。

1) 運営サポートの取り組み
◇　ボランティア受入 : 一般 4 名、高校生 10 名
　…自発的に平日や土日に述べ 40 日間、78　　　
　　名参加。
　…参加者それぞれの関心や特技を活かした
　　取り組みにより、来館者とのコミュニケ
　　ーション増、施設魅力化に寄与した。
◆　高校生を中心とした「エコミュージアム
　　オリジナル木工商品の制作手伝い」に取
　　り組む方向が良いのでは。

1) フィールド（土地）を活かした展示分野の充実
◇　北大中川研究林との連携。
　…研究林内でのイベント２回実施。（自然観
　　察会共催）
◆   筬島地区にある北海道大学中川研究林内の 
   　「自然林（原生保存林）」は、村にとっても　
　   貴重な財産であるため、施設の建物単体を
       活かすのではなく、筬島地区や音威子府村
       内全体を展示資源として活用する視点が、
       今後重要となることから、継続した研究林
       との継続強化が望まれる。その他、外部美
　   術館との連携や体験型展示の充実を図るべ 
       き。

◆より良い魅力的な施設を目指すための
　　　　具体的なポイントと実施成果、意見等

【チャレンジできる環境づくり】

【来館者数増に向けた施設の魅力化】

2) 地域内外の交わりの場としての取り組み
◇　交流の場づくり。（喫茶スペースの充実）
　…提供飲料や菓子追加（アイスコーヒーや、
　　試験的に手づくりそばクッキー販売）
　…総売上数約 700 杯 ( 昨年度より約 120 杯増 )、　
　　来館者の 3 割が利用、施設滞在時間増につ
　　ながった。
◇　村内外のつながりづくりの取り組み。
　…高校卒業生作品販売（卒業生６名の作品販売）
　…新たな取り組みとして、在校生の商品（ポ
　　ストカード）も販売実施
◇　総来館者数 : 約 2,200 名
　…昨年度より 100 名増。来館者は、道内客を
　　中心で約３割は道外及び海外からの来館。
◆　村内事業者との連携も積極的に行うべき。

3) 効果的な魅力発信
◇　施設ウェブ及び村公式 SNS での情報発信
　　は、積極的に実施。
　…ボランティアスタッフによるウェブブログ
　　の更新のほか、館内ウェルカムボード作成
　　実施。
◆　北大中川研究林の魅力発信を積極的に行う
　　とともに、木に親しむ機会づくりの創出と　
　　して “ ビッキの木の苗 ” を活かした取り組
　　みを進めるべき。

2) 運営体制の在り方
◇　安定した人材確保として、地域おこし協力
　　隊１名採用したほか、昨年度同様にアルバ
　　イトスタッフ（会計年度任用職員）２名採用。
　…外部からの新たな人員が加わることによ　
　　り、これまでに無い視点での前向きな新た
　　な取り組みやギャラリー企画展の充実を図
　　ることができた。
◆　施設運営スタッフ全員が有期雇用のため、　
　　情報や事業継承が途切れるリスクが高いこ
　　とを考慮し、継続的な運営体制や人材確保
　　の検討・試行を行うべき。

問 協議会事務局（総務課地域振興室）   ☎ ５ ‐ ３３１１

　本村では、令和２年度に「第２期音威子府村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、国の
交付金事業活用やさまざまな事業展開を行っています。この取り組みに対し、有識者会議による効
果検証を実施しましたので、一部を抜粋しご報告します。（※詳細は後日、村ウェブサイトで掲載予定です。）

音威子府村第 2 期総合戦略　効果検証有識者会議の実施について

【総合戦略全般】
①高校を軸とした新たな人づくり・人の流れ
　プロジェクト（交付金事業）
　・合同説明会「地域みらい留学」参画　等
　・重要業績評価指数（KPI）入学者数 40 名
　　…令和 5 年度実績　40 名
②村立高校を核とした各種事業の展開
　・村内での高校生参画による取り組み、卒
　　業生による村内外展示、都市圏学生交流
　　推進事業を通じた卒業生との関係構築等

〔効果検証、ご意見等〕
◆保護者の方がいかに安心しておと高に入学
　させたいと思うかが重要になる。保護者と
　の意見交換の機会としても、地域みらい留
　学や、一日体験入学の場は貴重だと思って
　いる。説明会に在校生が参加するような形
　も模索したい。
◆おと高生が U ターンしたときに受け入れら
　れる環境を整備する必要があると思うが、
　環境整備が先か、U ターン者確保が先にな
　るのか十分に検討が必要になる。
◆自分たちや現在住んでいる人たちが安心し
　て満足に生活できている環境になっている
　かが、新たな環境整備をするかの判断ベー
　スとなってくると思う。収入によって家賃
　が大きく変わる現状にあり、新規入居のハ
　ードルが高い部分を下げれないか。問 総務課地域振興室　　　　　☎ ５ ‐ ３３１１

立 川 政 俊 さん 佐 近　勝 さん

◇実施成果　◆ご意見等

暮らしの掲示板
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暮らしの掲示板暮らしの掲示板

名寄警察署からのお知らせ

健
康
・
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す

問　音威子府村保健福祉センター 　☎ 9-3050

保健センターだより
万が一の安心のために「アイ・ボトル」を設置しましょう

　「アイ・ボトル」とは、持病や服用している薬、かかりつけ医や緊急時の連絡先などを記載し
た救急情報シートを入れるボトルのことです。

　活用方法はご自宅で体調を崩し救急車を要請した際に、かけつけた救急隊員が「アイ・ボトル」

内の救急情報を確認します。傷病者の持病や服用している薬についての情報を得て、症状に合わ

せた判断や処置をより迅速に行うことができます。

・対象世帯
　「アイ・ボトル」の対象は、75 歳以上の独居世帯および 75 歳以上の夫婦のみで構成される世
　帯です。対象となった年度に、保健師が設置のお声がけをしています。

・設置場所
　「アイ・ボトル」は、『冷蔵庫の中』の取り出しやすい位置に保管してください。アイ・ボトル
　を入れた扉の表面に目印のステッカーを貼ることで、それを目印にして救急隊が取り出します。

・年に一度は、救急情報の内容を見直しましょう
　持病や服用している薬、かかりつけ医や救急時の連絡先などは、救急時に活用する大切な情報

　です。内容に変更や追加があった場合には、保健師まで連絡してください。

・「アイ・ボトル」活用のイメージ

                     問名寄警察署　　　    ☎  01654-2-0110
                     問美深警察庁舎　　    ☎  2-1110
                     問音威子府駐在所　    ☎  5-3300

◇北海道警察アプリケーション「ほくとポリス」
 　北海道警察では、防犯アプリケーション「ほくと
ポリス」を提供しています。
　「ほくとポリス」は、北海道内の犯罪や不審者、
特殊詐欺の発生情報やその他防犯情報を発信してい
るほか、防犯ブザー・ちかん対策機能などを備えて
います。
　利用者の身近な場所の犯罪発生状況をお知らせ
し、自主防犯意識を高めていただくとともに、不審
者に遭遇した場合などは、 防犯機能を活用して周囲
に助けを求めることができるなど、利用者の安全で
安心な暮らしを助ける防犯アプリです。
　また、アプリで登録したメンバーと位置情報を相
互に送信する機能もあり、お子様の見守りに活用で
きます。
　その他、地域の見守り活動を支援する防犯パト
ロール機能や警察署・交番までのルート検索機能、
北海道内で配信された「ほくとくん防犯メール閲覧
機能」があります。
　「ほくとポリス」は、App Store、Google Play ス
トアでダウンロードすることができます。ぜひダウ
ンロードし、ご活用ください。

◇雪による事故の防止　慣れた雪かき　
　危険がいっぱい
〇早めの氷雪下ろしを
　例年、屋根からの氷雪の落下により、下敷きになるな
どの事故が発生しています。氷雪が屋根からせり出し
ている軒下などは、危険ですので近づかないようにしま
しょう。また、氷雪は早めに下ろして、落氷雪による事
故を防止しましょう。
〇雪下ろし作業は、複数で行い安全確保
　例年、屋根の雪下ろし中に、ハシゴや屋根から転落す
る事故も発生しています。作業するときは、補助者を
置くなど複数で行うとともに、転落防止や万一に備え、
万全の措置を講じ、自身の安全を確保しましょう。
〇除雪機に注意
　例年、除雪機による除雪作業中に、衣類を巻き込まれ
たり、下敷きになるなどの事故も発生しています。除雪
作業時は、作業に適した服装を着用し、エンジンを掛け
たまま雪詰まりを取り除くなどの作業は、絶対にやめま
しょう。

◇バックカントリスキーによる遭難に注意
　冬山には常に危険が潜んでいる
 〇無理のない行動計画と登山計画書の提出
　自分の技量に応じた山を選び、不測の事態に備えたゆ
とりのある日程の登山計画書を作成し、家族や職場等の
身近な人に渡しておくほか、最寄りの警察署又は交番・
駐在所に提出しましょう。
〇万全な冬山装備の準備
　冬山登山の装備不備は、最悪の事態を招くおそれがあ
ります。天候の急変にも耐えられる十分な装備と、停滞
時に備えた食料、燃料等を用意し、万が一に備えた連絡
手段として携帯電話を携行しましょう。
〇気象情報等の事前確認
　入山前には最新の天気予報を確認するとともに、雪崩
の危険性についても確認し、慎重に行動しましょう。
〇スキー場の注意事項の遵守
 　スキー場管理区域外滑走は、滑落や転倒、雪崩、立
木への衝突などにより遭難する危険性が高いため、ス
キー場の注意事項を遵守しましょう。
〇悪天候時は無理をしない
　暴風雪や大雪などの視界不良時は、登山の延期又は途
中で引き返すなど、無理をしないようにしましょう。

◇違法・迷惑駐車の防止
　ダメゼッタイ　みんなが困る　迷惑駐車
 〇道路を狭くして通行の妨害になります。
　違法駐車があるために、交通渋滞を引き起こし、ス
ムーズな車両走行ができなくなることがあります。ま
た、歩道上駐車は歩行者の通行を妨げます。
〇交差点付近での事故の原因となります。
　交差点付近の違法駐車は、通行する車両や歩行者の見
通しを妨げ、交差点事故の原因となります。
〇緊急車両の活動を妨げます。
　狭い道路に違法駐車があるときは、他の車両が通行不
能となります。特に、消防車や救急車などの緊急車両の
活動を妨げ、人命救助に重大な影響を与えます。
〇歩行者事故などの原因になります。
　住宅街での違法駐車は、駐車車両の直前や直後から幼
児、児童の飛び出しによる事故や、夜間には走行車両が
駐車車両に気付かずに衝突するなど、交通事故の原因
にもなります。
〇除排雪作業の障害となります。
　違法駐車が除排雪作業の妨げとなり、住民に迷惑をか
け、生活にも重大な影響を与えます。

救急車を要請

迅速な判断・処置

医療機関

情報の素早い伝達
救急隊員がアイ・ボトル
内の救急情報を確認
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01/27（月） おといねっぷ美術工芸高校 卒業制作発表会
（おと高体育館　09:00- 一般公開）

01/27（月） 第 17 回冬の JP01 まつり
-01/28（火） （札幌駅前地下歩行空間 ( チカホ )）

暮らしの掲示板暮らしの掲示板

 エコミュージアムおさしまセンター運営協議会を行いました！
地域おこし協力隊　光森　恵理子

    地域おこし協力隊 / プロマネ活動報告

　　「木工市場の創作とまちおこし」
地域プロジェクトマネージャー　加藤　瑛瑠

　昨年 12 月に、第 3 回エコミュージアムおさ
しまセンター運営協議会を実施しました！  運
営協議会とは、今シーズンの実績（来場者数や、
カフェなどの利用数、売上数）の報告と、来シー
ズンの目標や運営計画を協議委員の皆様と検
討していく会になります。
  嬉しいことに、今年度の入館者数は昨年比で、
村外客 82 名増。道内客は昨年と比較すると
287 名も増えました！ インスタグラムでの情
報発信や、関わってくださった皆さんの頑張
りの成果でもあり、来シーズンもまた楽しい
ことを、皆で思いっきりやっていこうと思い
した。 引き続き応援よろしくお願いします！

　 昨年 12 月に、おと高 3 年生の素描の授業に
参加してきました。高校卒業生の U ターンと
定住、働き場所をつくるために木工芸を中心と
したまちおこし ( 案 ) を高校生と一緒に考えて
発表しました。
　 内容としては、音威子府産材を使った木工
品と販売場所のリフォーム、宿泊場所の整備と
木工体験プログラムの作成です。既存の建物を
使った、より具体的で現実的な高校生ならでは
のアイデアが沢山でてきていました。 

その他の活動
・小さなクリスマスイベント
  (cafe あすはれにて、木遊館 PR 活動 )

・おと高生対象南京鉋ワークショップ ( 木遊館 )

◇令和 6 年度テレビ共同受信施設使用料の納付期限は、
令和 7 年 1 月 31 日までとなっています。納付書を紛
失してしまった場合は、再発行いたしますので総務課
地域振興室までご連絡ください。なお、納付に便利な

「口座振替」は、北星信金音威子府支店でお手続き可
能ですので、ぜひご利用ください。

                               問総務課地域振興室　    ☎   5-3311

テレビ共同受信施設の
お知らせ

kikakukouhou

◇自衛官候補生 ( 男子・女子 ) 令和 7 年 3 月試験

応募資格
18 歳以上 32 歳以下

　※令和 7年 4月 1日現在

受付期間

受付中～令和 7 年 2 月 20 日（木）締切

※ 3月以降の試験も、随時受け付けて

おります。

試験日
令和 7 年 3 月 2 日（日）、3 日（月）
※いずれか 1日を指定できます。

会場 ※細部受付時にお知らせいたします。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によって
　上記内容から変更となる場合があります。

　　　　　             問自衛隊旭川地方協力本部名寄出張　　　        
                                                                  ☎  01654-2-3921
                               問総務課総務財政室　    ☎   5-3311

自衛官の募集について
oshirase

「新成人の皆様へ　20 歳になったら国
  民年金へ」

kurashi

　国民年金は、高齢になったとき、病気や事故で障が
いが残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、
働いている世代みんなで支えようという考えで作られ
た仕組みです。
　２０歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続き
をしましょう！

【国民年金のポイント】
◇将来の大きな支えになります！
　　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、
　保険料を納める制度です。年金の給付は生涯にわ
　たって保障されます。
◇老後のためだけのものではありません！
　　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、
　障害年金や遺族年金もあります。
　　障害年金は、万が一の病気・事故で障害が残った
　ときに受け取れます。
◇保険料が控除 !
　　納めた保険料の全額が所得から控除されます。
◇「学生納付特例制度」
　　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の　
　所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
　猶予される制度です。
　　対象となるのは、学校教育法に規定する大学、大
　学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学
　校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、
　一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
◇「納付猶予制度」
　　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者　
　の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料の納付
　が猶予される制度です。

     問日本年金機構旭川年金事務所            ☎ 0166-27-1611
     問ねんきん加入者ダイヤル 　　                                              ☎ 0570-003-004
     問住民課住民生活室住民係  　              ☎ 5-3312

イベントカレンダー 1 月・2 月
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今月の表紙

〔二十歳を祝う会〕
1 月 2 日（木）

　二十歳を迎えられ、
ご立派に成長した姿を
見せる４名。これから
の活躍にも期待です！

♪森の中からドラミング♪

むらの人口
（令和 6年 12月末現在）601 人

（前月比－ 2 人）

うち男性 316 人
女性 285 人

世帯数 418 戸

交通事故死ゼロ
（令和 6 年 12 月末現在）

725 日

広報 おといねっぷ

◇印刷　（株）旭川アートプロセス
◇発行・編集　   北海道音威子府村役場
　〒 098-2501 中川郡音威子府村字音威子府

444 番地 1

令和 7 年 1 月号　第 604 号

◇あけましておめでとうございます。今年も広報おとい
　ねっぷをよろしくお願いいたします。２年前の成人式
　に出席したときは、広報でまたお邪魔することになる　
　とは想像もしておりませんでした！二十歳を迎えられ
　た４名の皆さん、本当におめでとうございます！
◇ 2025 年は、何がある年なんだろうと思ってインターネ
　ットで調べていたら、Windows10 のサポート終了と
　いうものを見つけて驚きました。中学生１年生の頃に
　買ったパソコンが Windows10 だったので、もうそん
　なに年月が経過しているのだなと驚きでした。高校生
　くらいから１年がとても早く感じるようになった気が
　します。　
◇新年を迎えて、個人的な目標ですが今年は体重を落と
　したいと思います。最近明らかに体が重たいと思って、
　体重計に乗ったら昨年の今頃よりも 5kg も重くなって
　しまいました。まずは 5kg 減量します！（ふみや )

Otoineppugram 特別号

Otoineppugram
オトイネップ＋テレグラム（電報）

－ SNS 広報担当（佐藤 ) が撮影した写真から , おすすめピックアップ－

Otoineppu_vlg
北海道 , 音威子府村

【2024 年村インスタグラム 160 投稿☆】
　
2024 年「いいね」数№ 1 は、

「音威子府の冬、耐えれるのか～？しばれるぞ
～！」の光森協力隊の投稿でした！

# いいね数 186 ！
#2 位、ツッパリ標識
#3 位、音威子府駅周辺の雪
#4 位、スキー場 OPEN!
#5 位、おと高卒業式の話題！
# 雪への注目度が高いことがわかりました！


